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問 い 答 え 

26  金属管を切断する作業において，一般的に

使用しない工具は。 

イ． 

 

 

 

ロ． 

ハ． 

 

 

 

ニ． 

27  バスダクト工事の記述として，誤っている

ものは。 

イ．ダクト相互及び電線相互は，堅ろうに，かつ，電気的に完全に接続した。 

ロ．ダクトを水平に造営材に取り付け，支持間隔を 5 m にして堅ろうに施設した。 

ハ．ダクト(換気型のものを除く)の終端部を閉そくした。 

ニ．低圧屋内配線の使用電圧が 300 V 以下のダクトに D 種接地工事を施した。 

28 絶縁電線相互の接続に関する記述として，

不適切なものは。 

イ．接続部分には，接続管を使用した。 

ロ．接続部分を，絶縁電線の絶縁物と同等以上の絶縁効力のあるもので，十分に 

被覆した。 

ハ．接続部分において，電線の引張り強さが 10 ％ 減少した。 

ニ．接続部分において，電線の電気抵抗が 20 ％ 増加した。 

29 乾燥した場所であって展開した場所に 

施設する使用電圧 100 V の金属線ぴ工事の

記述として，誤っているものは。 

イ．電線にはケーブルを使用しなければならない。 

ロ．使用するボックスは，「電気用品安全法」の適用を受けるものであること。 

ハ．電線を収める線ぴの長さが 12 m の場合，D 種接地工事を施さなければなら 

ない。 

ニ．線ぴ相互を接続する場合，堅ろうに，かつ，電気的に完全に接続しなけれ 

ばならない。 
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問い30から問い34までは，下の図に関する問いである。

図は，自家用電気工作物構内の受電設備及び電灯設備を表した図である。この図に関する各問いには，4通りの答え（イ，ロ，ハ，ニ）

が書いてある。それぞれの問いに対して，答えを 1つ選びなさい。

〔注〕図において，問いに直接関係のない部分等は，省略又は簡略化してある。
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